





創立者池田大作先生（以下、創立者）は、1974 年から 1997 年にかけて、10 回中国を訪問され
ました。その中で第 1 次訪中、1974 年 5 月から 6 月の 17 日間かけて行われた訪中は、その後の
日中友好実践の基礎を形成したと言っても過言ではないと思います。




ことです。この「4 つの主義」は、創立者が 1974 年 9 月、第 1 次訪ソの際にコスイギン首相と
の会見の折に公表されたものです。実は創立者はこの「4 つの主義」の構想については、第 1 次
訪中の挨拶（1974 年 5 月）の中で述べられています。














































































































































































































































































































































































































































































次は「国際人と『4 つの主義』」です。創立者は、国際人の 2 つの要件として、①人間として
立派な人格、②友情を結べて更にそれを拡大することを挙げています。第 1 次訪中の中で次のよ
うな場面があります。
「どこの国の人も、みんな同じ人間だ。誠実に、ありのままに接していけばいいんだ。話し合
えば必ず心は通じ合えるし、わかり合えるものだよ」、真心をもって真実を語れば、そこから友
情は深まる。（『新・人間革命』20 巻）
誠実と努力と智慧によって、友誼の道は広々と開かれる。「秘訣などあるわけがない。私は真
剣なんだ。（略）その真剣さこそが、智慧となり、力となるんだよ」。 （『新・人間革命』20 巻）
友情や友誼を拡大する上で重要な人間性として、「誠実」「真心」「努力」「智慧」「真剣」等が
強調されています。これら豊かな人間性の開発は人間教育の一つの重要な目的でありました。教
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育主義の一つの特色です。また前述の人間主義に立脚すると、人間性の豊かさは「宇宙大」に広
がる故に、「誠実」「真心」「努力」「智慧」「真剣」等を骨格とする人格の向上は際限がないとい
うことになります。
更に次のような場面があります。
一瞬一瞬の出会いを大切にし、友情を結ぶために全力で対話した。（『新・人間革命』20 巻）
伸一は、この機会に、未来にわたる強い友誼の絆を結ぼうと思い、どこまでも誠実と情熱を尽
くし、魂と魂の触れ合う対話を続けた。（『新・人間革命』20 巻）
「一人でも多くの人と対話し、友好を結びたかった。八億といわれる中国人民である。一人ひ
とりとの対話は、あまりにも小さなことのように思えるかもしれない。しかし、一滴の水が大河
となるように、すべては一人から始まるのだ。一人から開けるのだ。ゆえに、一人を大事にする
ことだ」。（『新・人間革命』20 巻）
これらの行動に共通点が見られます。それは対話を通した友好、友誼の拡大です。これは「対
話の力」に注目した平和主義と密接な関連があることが分かります。なお友好、友誼の拡大には
文化の力を導入することが有益であると考えます。なぜならば、文化は普遍性を有し「結び付け
る力」が顕著であるからであります。文化主義に立つことにより、友好、友誼はその空間を拡大
することができるのです。
そろそろ終了の時間になったようですので、本日の講義はここまでにしたいと思います。ご清
聴ありがとうございました。
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